
損益外減価
償却累計額

5¶208¶292¶044 482¶769¶531 0 5¶691¶061¶575施設費及び政
府出資財産に
かかる減価償
却費

損益外減損
損失累計額

6¶039¶492¶480 0 0 6¶039¶492¶480

差 引 計� 7¶839¶245¶071� 146¶378¶074 0� 7¶985¶623¶145

５．積立金の明細

［単位：円］

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘 要

前中期目標期間繰越積立金 50¶889¶300 318¶812¶760 217¶782¶058 151¶920¶002 注１

通則法44条１項積立金 440¶292¶517 75¶024¶138 515¶316¶655 0 注２

計 491¶181¶817 393¶836¶898 733¶098¶713 151¶920¶002

６．前中期目標期間繰越積立金取崩しの明細

［単位：円］

区 分 金 額 摘 要

前中期目標期間繰越
積立金取崩額

50¶889¶300 前中期目標期間未処理損失相当額の取崩し

152¶915¶586 前中期目標期間取得資産（受託）の減価償却費及び除却
損相当額の取崩し

444¶341 前中期目標期間計上たな卸資産の費用化相当額の取崩し

733¶331 前中期目標期間計上前払費用の費用化相当額の取崩し

12¶799¶500 前中期目標期間契約済み未納入分の納入に伴う取崩し

計 217¶782¶058

７．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細
\ 運営費交付金債務の増減の明細

［単位：円］

交付年度 期首残高 交 付 金
当期交付額

当 期 振 替 額

期末残高
運 営 費
交付金収益

資産見返運
営費交付金

資 本
剰余金 小 計

平成23年度 0 1¶676¶167¶000 1¶554¶435¶357 22¶356¶765 0 1¶576¶792¶122 99¶374¶878

合 計 0 1¶676¶167¶000 1¶554¶435¶357 22¶356¶765 0 1¶576¶792¶122 99¶374¶878

] 運営費交付金債務の当期振替額の明細
23年度交付分

[単位：円］

区 分 金 額 内 訳

業務達成
基準によ
る振替額

運営費交付
金収益

0 業務達成基準を採用した業務はない。

資産見返運
営費交付金

0

資本剰余金 0

計 0

期間進行
基準によ
る振替額

運営費交付
金収益

0 期間進行基準を採用した業務はない。

資産見返運
営費交付金

0

資本剰余金 0

計 0

費用進行
基準によ
る振替額

運営費交付
金収益

1¶554¶435¶357 当該業務に係る損益等

資産見返運
営費交付金

22¶356¶765

ア）損益計算書に計上した費用の額

資本剰余金 0

役職員人件費 1¶011¶745¶725

保 守 修 繕 費 148¶134¶150 ／ そ の 他 人 件 費
137¶978¶027

備消耗品費 37¶963¶698／その他費用 218¶613¶757

イ）固定資産の取得額

機械及び装置 4¶610¶550／車両運搬具 2¶497¶560

計 1¶576¶792¶122 機械工具備品 15¶238¶125／預託金 10¶530

会計基準第81第３項
による振替額

0

合 計 1¶576¶792¶122
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注１ 当期増加額は、前中期目標期間からの繰越によるものであります。

当期減少額は、「６．前中期目標期間繰越積立金取崩しの明細」を参照。

注２ \ 前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は440¶292¶517円であり、これから前中期目

標期間の最終年度の未処理損失（一般勘定）133¶620¶478円を差し引き、未処分利益（審査

勘定）75¶024¶138円を加えると積立金381¶696¶177円となります。

] この積立金381¶696¶177円のうち、今中期目標期間の業務の財源として繰越の承認を受け

た額は318¶812¶760円であり、差し引き62¶883¶417円については、国庫に納付しております。
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